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山博友の会だより
さ　ん　　　ぱ　く

無  料
Free

当会またサークル４団体（ボランティアの会・烏帽子の会・花めぐり紀行・山岳文化研究会）の活動は、博物館公式HPでご覧いただけます。

　大町山岳博物館友の会では、4月12 日（日）に令

和8年度総会記念講演会を開催しました。当日は、友

の会会員のほか一般の市民・近隣住民の皆様方を含

め、41名の参加がありました。

　記念講演会では、松本市文書館専門員の木曽寿紀さ

んを講師にお招きし、大町市や北安曇郡内の大北地域

における近現代史にスポットをあててご講演いただ

きました。「北安をアーカイブする —忘れられた実業

家・横沢本衛（よこさわ もとえ）を追う—」と題し、

明治時代以降、安曇電気の設立や北アルプスの大黒鉱

山への経営参加などを行い、地域のために尽力した白

馬出身の実業家・横沢本衛について、これまでの調査

やご研究にもとづき、豊富な資料をお示しいただきな

がらご紹介いただきました。自分たちが暮らす地域

の歴史への理解を深める大変良い機会となりました。

　湿原などに咲くコオニユリ（図－A）や海に面した岩

場などに咲くスカシユリ（図－B）には、昼行性のアゲ

ハチョウ類が訪花します。一方、中部地方以西に生育

するササユリ（図－C）の花には夜行性のスズメガ類な

どが訪花します。

　ユリ属植物を研究されている林一彦氏（大阪学院大

学名誉教授）によれば、ヤマユリ（図－DとE、同氏提供）

には、昼間はアゲハチョウ類とスズメガのなかまのク

ロスキバホウジャクが、夜間はスズメガ類などが訪花

するとのことです。同じユリ属植物でも、相手にする

鱗翅目が異なるのはどうしてなのか興味深いところで

すが、林氏は、さらにササユリのように海抜数メートル

から2000メートルの山域に生育する種では、地域ファ

ウナの影響を受けて鱗翅目のみならずマルハナバチ類

やハナムグリ類がササユリの受粉に関与すると考えら

れ、それは訪花昆虫を誘引していると考えられている

花香がササユリの場合、地方によって花香構成成分が

異なることからも（大久保と大石, 2012, 林, 2024）、

訪花昆虫の多様性が伺われるとのことです。

　みなさんの地域のユリ属植物にはどのような昆虫が

訪花するのか調べてみると、そこには、新たな発見があ

るかもしれません。 　  （市立大町山岳博物館　学芸員）

千葉　悟志

◆市立大町山岳博物館は付属園を含め、月曜日と祝日の翌日が休館です。ただし、月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館
となります。このほか、年末年始は休館となります。

◆開館時間は次の通りです。４～11月：午前９時～博物館：午後５時（入館は午後４時30分まで）・付属園：午後４時30分
（入園は午後４時まで）、12～３月：午前10時～博物館・付属園：午後４時（入館は午後３時30分まで）。

◆毎月第３日曜日の「家庭の日」とその前日の土曜日は、「大町市民無料開放デー（長野県民割引）」として、大町市民
の方は観覧料が無料です。また、この日は長野県民の方も団体割引料金で観覧いただけます。今季の該当日は7月
18・19日、8月15・16日、9月19・20日です。この機会にぜひご来館ください。

◆次の方は通年、いつでも博物館を無料で観覧いただけます。《障がい者手帳をお持ちの方と付き添いの方１名／未就学児
／大町市内小・中学校に通う児童・生徒／大町市在住の高校生／大町市在住の65歳以上の方》

　このほかにも観覧料の各種割引があります。詳しくは受付窓口でお尋ねください。
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総会記念講演会
「北安をアーカイブする

  ―忘れられた実業家・横沢本衛を追う―」

「博物ハイキング   ―木崎湖編―」
　友の会主催事業として、5月10日（日）に仁科

三湖のひとつ木崎湖をフィールドにした「博物ハ

イキング —木崎湖編—」を開催しました。この

催しは、昨年度に「博物ハイキング —大峰西麓編

—」と題し、大峰の西麓をフィールドに開催した

観察会のシリーズ第2弾として企画・開催され

たものです。前回に続いて今回も好評で、役員含

め19名が参加しました。

　当日は好天に恵まれ、信濃木崎夏期大学の駐車

場を出発地点にして、湖を東側から西側へ向け、

ぐるっと一周して歩きました。途中、参加者同士

で、各自が得意とする分野の説明をしながら、野

鳥、草花・樹木、地質・地形などの自然や周辺の

歴史について、会員相互で学びあいました。新緑

の時期、湖からのさわやかな風を感じながらの充

実した一日となりました。

人事異動のお知らせ

令和８年３月31日付け

《退職》　降旗　孝浩（事務員）

　　　　渡邊　咲晴（飼育員）
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Ａ. ミヤマカラスアゲハ（昼行性） Ｂ. アゲハチョウ（昼行性）

Ｃ. ベニスズメ（夜行性） Ｄ. カラスアゲハ（昼行性） Ｅ. シモフリスズメ（夜行性）

令和８年４月１日付け

《新任》　坂井　征洋（館長 兼 教育参事）
　　　　  ※教育委員会生涯学習課から転入
　　　　　  （前任 生涯学習課長 兼 教育参事）

　　　　小林　花菜（飼育員）
　　　　  ※新規採用

このたび、当館職員に次の異動がありました。

このほか、昨年度、有識者としてご指導いただきました、鈴木啓助名誉館長は令和８年３月31日をもって

退任されました。

藤澤　浩紀（主幹）
※会計課から転入
　（前任 会計課 会計管理者）
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山岳資料「アルバム」と図書資料
をご寄贈いただきました

「山のサイエンスカフェ in 
さんぱく2026」を開催しました

「バックヤード見学会」を開催
しました

　市内の小学校再編による新校開校に

ともない、大町地区の小学校２校の春

休みが例年に比べて長期間となること

から、春休み期間中の市内小学生とそ

の保護者を対象とした参加体験型の催

しを開催しました。

　「春休み 小学生･保護者向け  バック

ヤード見学会 —博物館の裏側をのぞ

いてみませんか？—」と題したこの催

しには、 ２組６人にご参加いただき、

普段は一般の観覧者が立ち入ることの

できない収蔵庫などのバックヤードを

学芸員・専門員がご案内しました。展

示室からは見えない博物館の裏側をご

覧いただき、博物館活動における資料

収集保管の重要性を知っていただく機

会となりました。

　当館の学芸員や専門員が日頃行って

いる調査研究の内容や収蔵資料に関す

る情報について、具体的な内容を市民

や地域住民にお伝えする研究報告を毎

年行っています。

　報告内容は、「大町の外来種と市民

科学（岡本真緒）」、「高山植物の花の工

夫－自家受粉を避けるさまざまな戦略

－（千葉悟志）」、「大町テフラの噴出源

を訪ねて（竹村健一）」、「大町市内に現

存する立山信仰に関する史料（関悟

志）」の４つでした。今回は、「カフェ」

の名称のとおり、湯茶を飲みながらの

形式で行い、報告後は、参加された方

とざっくばらんに語り合う時間も設け

ました。当地域の自然や文化に対する

情報や疑問点などを知る良い機会とな

りました。

　このたび、大町市内在住の個人の方

から、山岳資料「アルバム」1点と図

書資料2点を続けて当館へご寄贈いた

だきました。

　今回寄贈を受けた資料は寄贈者の親

類の方が旧蔵していたものです。アル

バムには大正・昭和初期に北アルプス

で撮影された写真も収められ、百瀬慎

太郎の山姿が写るものもあります。図

書資料は、折井仲三郎編『信濃鐡道史』

（信友會、1940）、鈴木善作編『地方發

達史と其の人物 長野縣の巻』（鄕土研

究社、1931）という書籍で、いずれも昭

和初期に非売品として出版され、関係者

のみに頒布されたものと思われます。

　これらを含め、当館収蔵の山岳図書

資料を閲覧希望の方は事前にお問合せ

ください。

令和8年2月5日（木）・19日（木） 令和8年3月８日（日）

令和8年3月22日（日）

『研究紀要 第11号』を発行
しました

「2026 さんぱくフェス」を
初開催しました

大町の水の学校SDGs探求学習
旅行プログラム

　東京都所在のむさしの学園小学校6

年生の児童20名が来館し、大町の水

の学校SDGs探求学習旅行プログラ

ムに沿って館内を見学しました。大町

市はSDGs未来都市に選定されてい

ることから、山岳博物館では、SDGs

共創パートナーシップ「みずのわプロ

ジェクト」の取り組みに参加していま

す。今回は、北アルプスの自然環境を

学んでいただくとともにニホンライ

チョウから自然環境の変化を考えてい

ただきながら館内および付属園をガイ

ドしました。

　東京都と長野県（大町市）の違いや自

然環境の変化などについて学んでいた

だく機会を提供できていたら幸いです。

　５月の大型連休中、当館で初となる

催し「2026さんぱくフェス」を行い

ました。

　当日は、学芸員・専門員が常設展の

各展示コ—ナーをスポット的に案内・

解説する「スポットガイドツアー」、各

分野の収蔵庫を案内・説明して回る

「バックヤードツアー」のほか、常設展

にちなむクイズに挑戦する「さんぱく

クイズラリー」を実施しました。また、

館内には来場記念の写真撮影できる

「さんぱくフォトブース」を終日設置。

　この日の来館者は250名を超え、

友の会サークル「ボランティアの会」

協力のもと開催したこの催しには延べ

300名以上の参加者があり、博物館

に広く親しんでいただく大変良い機会

となりました。

　博物館活動や北アルプスの自然史と

山岳文化史などの調査研究に関する学

術的な論文・報告等を掲載する刊行物

『研究紀要』第11号を刊行しました。

　今号は「大町市周辺に露出する大町

テフラ層について」、「飼育下における

ライチョウの育雛期の摂食量の変化」、

「大町市内に現存する近世の山伏に関

する資料」の地質・動物・人文科学の

計3つの分野の資料を収録していま

す。

　研究紀要はバックナンバーを含め、

全文をオンライン版として当館公式

ウェブサイトならびにJ-STAGE上

でも公開しています。ぜひ、ご高覧の

上、ご活用いただければ幸いです。

令和8年3月31日（火） 令和8年5月5日（火･祝〈こどもの日〉） 令和8年５月19日（火）

　作者である いがり まさし さんの作品を通じて、カタ

チから、雑草の生活戦略、繫殖戦略、ひいては自然のシ

ステムの奥深さを紐解く機会につながる特別展です。見

どころは、春号（第71巻第1号）をご参照ください。

■期間　令和8年7月4日（土）～ 9月13日（日）

■時間　午前9時～午後5時

　　　　（入館は午後4時30分まで）

■会場　当館  特別展示室

■費用　通常の観覧料（常設展と共通）が必要です。

ミュージアムトーク
　作者の、いがり まさし さんが解説します。

■期日　令和8年7月4日（土）

■時間　午前10時～・午後２時～（２回）

■会場　当館  特別展示室

■費用　通常の観覧料（常設展と共通）が必要です。

■申し込み　不要

ワークショップ  ～さんぱくこども夏期だいがく～
「ボタニカル・フォトアート」スマホアプリで
 簡単作成術！
　いがり まさし さんを講師に、スマホのアプリを使って作

品を簡単に作製する体験をしてみましょう。

■講師　いがり まさし さん

■期日　令和8年8月11日（火・祝）

■時間　午前10時～正午

■会場　当館  講堂と博物館周辺

■対象　小学生とその保護者

■費用　参加費無料

■申し込み　要事前申込（受付開始日：7月4日（土）～）

※事前にご自宅で必要なアプリ（無料）をインストール

していただきます。iOS，Androidいずれも可。スマー

トフォンでもタブレットでもかまいません。PCは基

本的に不可。

　当館では毎年、長野県環境保全研究所と共催で「自然

ふれあい講座」を開催しています。この講座では、地球

温暖化が身近な自然にどのような影響を及ぼしているの

かを知るために、セミのぬけ殻を探し、その種類や数を

調べます。毎年同じ場所で調べ続けることで、自然の変

化がみえてきます。その変化から地球温暖化の地域への

影響について考えます。夏休みの自由研究の活用もでき

ますので、ぜひご参加ください。

■主催　長野県環境保全研究所

■共催　市立大町山岳博物館

■期日　令和8年8月8日（土）　

■時間　午前10時～正午

■集合　市立大町山岳博物館

■会場　山岳博物館周辺・大町公園周辺 

■対象・定員　主に小学生・20名（先着順）

■参加費　無料

■持ち物　飲み物、帽子、タオル、筆記用具

■申込期間　７月1日～ 8月7日

　　　　　　（定員になり次第締め切り）

■問い合わせ　長野県環境保全研究所

　電話：026-239-1031　FAX：026-239-2929

　Eメール：kanken-shizen@pref.nagano.lg.jp

■申込方法

ながの電子申請サービス（長野県）で受け付けます。

下記のURLまたは二次元コードにアクセスし、申込

みをお願いいたします。

https://apply.e-tumo.jp/pref-

nagano-u/offer/offerList_

detail?tempSeq=71667

　当館の専門員を講師に、石についてくわしく解説する

野外講座です。

■主催　長野県山岳総合センター

■共催　市立大町山岳博物館

■期日　令和8年9月27日（日）

■申し込み　要事前申込

■問い合わせ　長野県山岳総合センター

　電話：0261-22-2773　FAX：0261-22-5444

　Eメール：info@sangakusogocenter.com

展示・イベントのご案内

みんなで温暖化ウオッチ
  ～セミの抜け殻を探せ！ in 大町～

自然ふれあい講座

特別展　関連催し

市立大町山岳博物館
電　話：０２６１－２２－０２１１
ＦＡＸ：０２６１－２１－２１３３
Ｅメール：sanpaku@city.omachi.nagano.jp

特別展の申し込み・問い合わせ先

ボタニカル・フォトアートで見る
雑草の機能美

特別展

石ハカセをめざそう！野外活動講座
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山岳資料「アルバム」と図書資料
をご寄贈いただきました

「山のサイエンスカフェ in 
さんぱく2026」を開催しました

「バックヤード見学会」を開催
しました

　市内の小学校再編による新校開校に

ともない、大町地区の小学校２校の春

休みが例年に比べて長期間となること

から、春休み期間中の市内小学生とそ

の保護者を対象とした参加体験型の催

しを開催しました。

　「春休み 小学生･保護者向け  バック

ヤード見学会 —博物館の裏側をのぞ

いてみませんか？—」と題したこの催

しには、 ２組６人にご参加いただき、

普段は一般の観覧者が立ち入ることの

できない収蔵庫などのバックヤードを

学芸員・専門員がご案内しました。展

示室からは見えない博物館の裏側をご

覧いただき、博物館活動における資料

収集保管の重要性を知っていただく機

会となりました。

　当館の学芸員や専門員が日頃行って

いる調査研究の内容や収蔵資料に関す

る情報について、具体的な内容を市民

や地域住民にお伝えする研究報告を毎

年行っています。

　報告内容は、「大町の外来種と市民

科学（岡本真緒）」、「高山植物の花の工

夫－自家受粉を避けるさまざまな戦略

－（千葉悟志）」、「大町テフラの噴出源

を訪ねて（竹村健一）」、「大町市内に現

存する立山信仰に関する史料（関悟

志）」の４つでした。今回は、「カフェ」

の名称のとおり、湯茶を飲みながらの

形式で行い、報告後は、参加された方

とざっくばらんに語り合う時間も設け

ました。当地域の自然や文化に対する

情報や疑問点などを知る良い機会とな

りました。

　このたび、大町市内在住の個人の方

から、山岳資料「アルバム」1点と図

書資料2点を続けて当館へご寄贈いた

だきました。

　今回寄贈を受けた資料は寄贈者の親

類の方が旧蔵していたものです。アル

バムには大正・昭和初期に北アルプス

で撮影された写真も収められ、百瀬慎

太郎の山姿が写るものもあります。図

書資料は、折井仲三郎編『信濃鐡道史』

（信友會、1940）、鈴木善作編『地方發

達史と其の人物 長野縣の巻』（鄕土研

究社、1931）という書籍で、いずれも昭

和初期に非売品として出版され、関係者

のみに頒布されたものと思われます。

　これらを含め、当館収蔵の山岳図書

資料を閲覧希望の方は事前にお問合せ

ください。

令和8年2月5日（木）・19日（木） 令和8年3月８日（日）

令和8年3月22日（日）

『研究紀要 第11号』を発行
しました

「2026 さんぱくフェス」を
初開催しました

大町の水の学校SDGs探求学習
旅行プログラム

　東京都所在のむさしの学園小学校6

年生の児童20名が来館し、大町の水

の学校SDGs探求学習旅行プログラ

ムに沿って館内を見学しました。大町

市はSDGs未来都市に選定されてい

ることから、山岳博物館では、SDGs

共創パートナーシップ「みずのわプロ

ジェクト」の取り組みに参加していま

す。今回は、北アルプスの自然環境を

学んでいただくとともにニホンライ

チョウから自然環境の変化を考えてい

ただきながら館内および付属園をガイ

ドしました。

　東京都と長野県（大町市）の違いや自

然環境の変化などについて学んでいた

だく機会を提供できていたら幸いです。

　５月の大型連休中、当館で初となる

催し「2026さんぱくフェス」を行い

ました。

　当日は、学芸員・専門員が常設展の

各展示コ—ナーをスポット的に案内・

解説する「スポットガイドツアー」、各

分野の収蔵庫を案内・説明して回る

「バックヤードツアー」のほか、常設展

にちなむクイズに挑戦する「さんぱく

クイズラリー」を実施しました。また、

館内には来場記念の写真撮影できる

「さんぱくフォトブース」を終日設置。

　この日の来館者は250名を超え、

友の会サークル「ボランティアの会」

協力のもと開催したこの催しには延べ

300名以上の参加者があり、博物館

に広く親しんでいただく大変良い機会

となりました。

　博物館活動や北アルプスの自然史と

山岳文化史などの調査研究に関する学

術的な論文・報告等を掲載する刊行物

『研究紀要』第11号を刊行しました。

　今号は「大町市周辺に露出する大町

テフラ層について」、「飼育下における

ライチョウの育雛期の摂食量の変化」、

「大町市内に現存する近世の山伏に関

する資料」の地質・動物・人文科学の

計3つの分野の資料を収録していま

す。

　研究紀要はバックナンバーを含め、

全文をオンライン版として当館公式

ウェブサイトならびにJ-STAGE上

でも公開しています。ぜひ、ご高覧の

上、ご活用いただければ幸いです。

令和8年3月31日（火） 令和8年5月5日（火･祝〈こどもの日〉） 令和8年５月19日（火）

　作者である いがり まさし さんの作品を通じて、カタ

チから、雑草の生活戦略、繫殖戦略、ひいては自然のシ

ステムの奥深さを紐解く機会につながる特別展です。見

どころは、春号（第71巻第1号）をご参照ください。

■期間　令和8年7月4日（土）～ 9月13日（日）

■時間　午前9時～午後5時

　　　　（入館は午後4時30分まで）

■会場　当館  特別展示室

■費用　通常の観覧料（常設展と共通）が必要です。

ミュージアムトーク
　作者の、いがり まさし さんが解説します。

■期日　令和8年7月4日（土）

■時間　午前10時～・午後２時～（２回）

■会場　当館  特別展示室

■費用　通常の観覧料（常設展と共通）が必要です。

■申し込み　不要

ワークショップ  ～さんぱくこども夏期だいがく～
「ボタニカル・フォトアート」スマホアプリで
 簡単作成術！
　いがり まさし さんを講師に、スマホのアプリを使って作

品を簡単に作製する体験をしてみましょう。

■講師　いがり まさし さん

■期日　令和8年8月11日（火・祝）

■時間　午前10時～正午

■会場　当館  講堂と博物館周辺

■対象　小学生とその保護者

■費用　参加費無料

■申し込み　要事前申込（受付開始日：7月4日（土）～）

※事前にご自宅で必要なアプリ（無料）をインストール

していただきます。iOS，Androidいずれも可。スマー

トフォンでもタブレットでもかまいません。PCは基

本的に不可。

　当館では毎年、長野県環境保全研究所と共催で「自然

ふれあい講座」を開催しています。この講座では、地球

温暖化が身近な自然にどのような影響を及ぼしているの

かを知るために、セミのぬけ殻を探し、その種類や数を

調べます。毎年同じ場所で調べ続けることで、自然の変

化がみえてきます。その変化から地球温暖化の地域への

影響について考えます。夏休みの自由研究の活用もでき

ますので、ぜひご参加ください。

■主催　長野県環境保全研究所

■共催　市立大町山岳博物館

■期日　令和8年8月8日（土）　

■時間　午前10時～正午

■集合　市立大町山岳博物館

■会場　山岳博物館周辺・大町公園周辺 

■対象・定員　主に小学生・20名（先着順）

■参加費　無料

■持ち物　飲み物、帽子、タオル、筆記用具

■申込期間　７月1日～ 8月7日

　　　　　　（定員になり次第締め切り）

■問い合わせ　長野県環境保全研究所

　電話：026-239-1031　FAX：026-239-2929

　Eメール：kanken-shizen@pref.nagano.lg.jp

■申込方法

ながの電子申請サービス（長野県）で受け付けます。

下記のURLまたは二次元コードにアクセスし、申込

みをお願いいたします。

https://apply.e-tumo.jp/pref-

nagano-u/offer/offerList_

detail?tempSeq=71667

　当館の専門員を講師に、石についてくわしく解説する

野外講座です。

■主催　長野県山岳総合センター

■共催　市立大町山岳博物館

■期日　令和8年9月27日（日）

■申し込み　要事前申込

■問い合わせ　長野県山岳総合センター

　電話：0261-22-2773　FAX：0261-22-5444

　Eメール：info@sangakusogocenter.com

展示・イベントのご案内

みんなで温暖化ウオッチ
  ～セミの抜け殻を探せ！ in 大町～

自然ふれあい講座

特別展　関連催し

市立大町山岳博物館
電　話：０２６１－２２－０２１１
ＦＡＸ：０２６１－２１－２１３３
Ｅメール：sanpaku@city.omachi.nagano.jp

特別展の申し込み・問い合わせ先

ボタニカル・フォトアートで見る
雑草の機能美
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 ・ユリ属植物の花粉を運ぶ昆虫たち
さんぱく研究最前線 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２・３
 ・飼育下のライチョウの摂取量と体重の変化 
企画展特集 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４・５
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山博友の会だより
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無  料
Free

当会またサークル４団体（ボランティアの会・烏帽子の会・花めぐり紀行・山岳文化研究会）の活動は、博物館公式HPでご覧いただけます。

　大町山岳博物館友の会では、4月12 日（日）に令

和8年度総会記念講演会を開催しました。当日は、友

の会会員のほか一般の市民・近隣住民の皆様方を含

め、41名の参加がありました。

　記念講演会では、松本市文書館専門員の木曽寿紀さ

んを講師にお招きし、大町市や北安曇郡内の大北地域

における近現代史にスポットをあててご講演いただ

きました。「北安をアーカイブする —忘れられた実業

家・横沢本衛（よこさわ もとえ）を追う—」と題し、

明治時代以降、安曇電気の設立や北アルプスの大黒鉱

山への経営参加などを行い、地域のために尽力した白

馬出身の実業家・横沢本衛について、これまでの調査

やご研究にもとづき、豊富な資料をお示しいただきな

がらご紹介いただきました。自分たちが暮らす地域

の歴史への理解を深める大変良い機会となりました。

　湿原などに咲くコオニユリ（図－A）や海に面した岩

場などに咲くスカシユリ（図－B）には、昼行性のアゲ

ハチョウ類が訪花します。一方、中部地方以西に生育

するササユリ（図－C）の花には夜行性のスズメガ類な

どが訪花します。

　ユリ属植物を研究されている林一彦氏（大阪学院大

学名誉教授）によれば、ヤマユリ（図－DとE、同氏提供）

には、昼間はアゲハチョウ類とスズメガのなかまのク

ロスキバホウジャクが、夜間はスズメガ類などが訪花

するとのことです。同じユリ属植物でも、相手にする

鱗翅目が異なるのはどうしてなのか興味深いところで

すが、林氏は、さらにササユリのように海抜数メートル

から2000メートルの山域に生育する種では、地域ファ

ウナの影響を受けて鱗翅目のみならずマルハナバチ類

やハナムグリ類がササユリの受粉に関与すると考えら

れ、それは訪花昆虫を誘引していると考えられている

花香がササユリの場合、地方によって花香構成成分が

異なることからも（大久保と大石, 2012, 林, 2024）、

訪花昆虫の多様性が伺われるとのことです。

　みなさんの地域のユリ属植物にはどのような昆虫が

訪花するのか調べてみると、そこには、新たな発見があ

るかもしれません。 　  （市立大町山岳博物館　学芸員）

千葉　悟志

◆市立大町山岳博物館は付属園を含め、月曜日と祝日の翌日が休館です。ただし、月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館
となります。このほか、年末年始は休館となります。

◆開館時間は次の通りです。４～11月：午前９時～博物館：午後５時（入館は午後４時30分まで）・付属園：午後４時30分
（入園は午後４時まで）、12～３月：午前10時～博物館・付属園：午後４時（入館は午後３時30分まで）。

◆毎月第３日曜日の「家庭の日」とその前日の土曜日は、「大町市民無料開放デー（長野県民割引）」として、大町市民
の方は観覧料が無料です。また、この日は長野県民の方も団体割引料金で観覧いただけます。今季の該当日は7月
18・19日、8月15・16日、9月19・20日です。この機会にぜひご来館ください。

◆次の方は通年、いつでも博物館を無料で観覧いただけます。《障がい者手帳をお持ちの方と付き添いの方１名／未就学児
／大町市内小・中学校に通う児童・生徒／大町市在住の高校生／大町市在住の65歳以上の方》

　このほかにも観覧料の各種割引があります。詳しくは受付窓口でお尋ねください。
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総会記念講演会
「北安をアーカイブする

  ―忘れられた実業家・横沢本衛を追う―」

「博物ハイキング   ―木崎湖編―」
　友の会主催事業として、5月10日（日）に仁科

三湖のひとつ木崎湖をフィールドにした「博物ハ

イキング —木崎湖編—」を開催しました。この

催しは、昨年度に「博物ハイキング —大峰西麓編

—」と題し、大峰の西麓をフィールドに開催した

観察会のシリーズ第2弾として企画・開催され

たものです。前回に続いて今回も好評で、役員含

め19名が参加しました。

　当日は好天に恵まれ、信濃木崎夏期大学の駐車

場を出発地点にして、湖を東側から西側へ向け、

ぐるっと一周して歩きました。途中、参加者同士

で、各自が得意とする分野の説明をしながら、野

鳥、草花・樹木、地質・地形などの自然や周辺の

歴史について、会員相互で学びあいました。新緑

の時期、湖からのさわやかな風を感じながらの充

実した一日となりました。

人事異動のお知らせ

令和８年３月31日付け

《退職》　降旗　孝浩（事務員）

　　　　渡邊　咲晴（飼育員）
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Ａ. ミヤマカラスアゲハ（昼行性） Ｂ. アゲハチョウ（昼行性）

Ｃ. ベニスズメ（夜行性） Ｄ. カラスアゲハ（昼行性） Ｅ. シモフリスズメ（夜行性）

令和８年４月１日付け

《新任》　坂井　征洋（館長 兼 教育参事）
　　　　  ※教育委員会生涯学習課から転入
　　　　　  （前任 生涯学習課長 兼 教育参事）

　　　　小林　花菜（飼育員）
　　　　  ※新規採用

このたび、当館職員に次の異動がありました。

このほか、昨年度、有識者としてご指導いただきました、鈴木啓助名誉館長は令和８年３月31日をもって

退任されました。

藤澤　浩紀（主幹）
※会計課から転入
　（前任 会計課 会計管理者）


